
特別活動４ 手をつなごうプロジェク 
～めざせ！５００人のふれあいの輪～ 

 

 

 「企画段階からかほくまつりに参加させてください」との中学生の 

要望をかなえてくださり、かほくまつりのサポーターとして会議に出 

席。意見交換を重ねる中で、中学生枠をつくってくださり、中学生 

の企画をまつりに取り入れてくださることになりました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

毎年、行われるかほくまつりで、スタッフ・出演者・出展者・来場者の枠をとりのぞき、

会場にいるすべての人と楽しい音楽に合わせて手をつなぎ、会場をひとつにします。かほ

くまつりから３８年、周囲の人への感謝と、これからの未来をみんなで創造しようという

思いをこめて企画。３年生を中心に全校生徒での取組を開始。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かほくまつりサポーター会議 29.7 

「手をつなごうプロジェクト」を企画 29.8 

 

 

 

 

 
 

ＮＨＫの取材に答える生徒会長 

「ＰＲ動画」作成 29.10 

 話し合いを重ね、かほく

まつりを多くの方々に知っ

ていただこうと、ＰＲ動画

を作成し、ネット上にアッ

プしました。 

当日に向けて役割ごとに活動 29.9～11 

 役割分担 

をして、効 

率的に活動。 

活動を通し 

て鹿北町最大の行事を「自分たちで盛

り上げていこう！」「地域の人たちに

笑顔と元気を届けよう！」との思いが

強くなっていきました。また、成功す

るだろうかとのプレッシャーも感じ

始めました。活動を朝日新聞が取材に

来てくださいました。 
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１１月１８日、１１時５０ 

分、中学生が考えた企画、「手 

をつなごうプロジェクト」の 

始まりです。会場に来られた方 

々５００人で手をつなぐイベン 

ト。世代を超えた一体感を演出 

します。「手をつなぎみんなで 

伸ばそう鹿北町」というまつり 

のスローガンを、鹿北グラウン 

ドで具体的な形として表現して 

いきます。この日のために、動 

画制作、ポスターづくり、首か 

らかける№カードづくりなど一 

つ一つ手作りで準備してきまし 

た。５００人集まるだろうかと 

心配しましたが、グラウンドい 

っぱいに人の輪ができ、目標人 

数をはるかに超える人が集まっ 

てくださり、鳥肌が立つくらい 

の感動の場面を創り出すことができました。中学生の力は「すごい！」とあらためて感じ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かほくまつり 29.11 

かほくまつり実行委員会より感謝状 29.12 

かほくまつり実行委員会の皆様が来校され、鹿北中学

校の生徒に感謝状を贈呈してくださいました。これは、中

学生が企画した「手をつなごうプロジェクト」が実行委員会

や地域の方々からとてもすばらしかったとの評価をいただ

いたことによります。 

中学生が企画し実現したプロジェクトは、かほくまつり 

の歴史の中で初めてのことだそうです。新しい歴史の１ 

ページを開いた中学生への期待がますます大きくなっ 

てきています。 

私たちはその期待や思いにしっかりとお応えできる

ようこれからも地域とともに歩んでいきます。 

ＮＨＫのクマロクでは、「手をつなごうプロ

ジェクト」の取組から当日までの活動を

ドキュメント風に放送してくださいました。 

毎日新聞 
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